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根來寺（岩出市）

根來寺は、高野山の学僧でもあった覚鑁（かくばん）上人により開山された新義真言宗の総本山です。
春は桜の名所としても有名ですが、国宝の根本大塔をはじめ、数々の重要文化財を有しており、年中を

通して多くの参拝者が訪れます。
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                   知  事  メ  ッ  セ  ー  ジ   

 

 

感 謝 マ ー ク  
 
 和 歌 山県 も 、 たく さん の 要望 を 国 に対 して 行 って い ま す。 全て が 叶え ら れ る

わけ で はあ り ま せん が、 最 近は 要 望 が叶 えら れ 、実 現 の 運び にな っ たこ と が た

くさ ん あり ま す 。そ うい う 時和 歌 山 県は 尽力 し てく だ さ った 国の 機 関や 国 会 議

員に き ちん と お 礼を しよ う と心 掛 け てい ます 。 お願 い に 行く 地方 自 治体 は 多 い

が、 実 現し た と きに お礼 を 言い に 行 く自 治体 は そう 多 く はあ りま せ ん。 そ れ は

礼を 失 する と 私 は思 いま す ので 、 和 歌山 県で は お礼 参 り を励 行し て いま す 。 そ

の際 お 礼状 の 表 紙に 和歌 山 県考 案 の 感謝 マー ク を付 し て いま す。 赤 い花 マ ー ク

の真 ん 中に ｢感謝 ！ ｣とい う 言葉 を 入 れ、 同色 の リボ ン を 付け たも の です 。  
平成 31 年 度の 政 府 の予 算 ･税 制 案に 関 して は 、私は 、私た ち地 方 に住 ん で い

る者 に とっ て 、 よく ここ ま でと 思 う よう な配 慮 をし て く れた と思 い ます 。  
 災 害 にお び え る地 方の 国 民の た め に国 土強 靱 化の 措 置 を 3 年間 で 別枠 で 7 兆

円分 確 保し て く れた ほか 、 まだ ま だ 遅れ てい る 地方 の 幹 線道 路ネ ッ トワ ー ク な

どの 社 会資 本 整 備費 を昨 年 度よ り 1 兆 円 余計 に 用意 し て くれ まし た 。つら い 地

方の 財 政の 支 援 のた め、 特 別法 人 事 業譲 与税 な どに よ っ て、 多く 予 算を 確 保 し

てく れ たし 、 東 京圏 から の UＩタ ー ンの 促進 な どの た め 、地 方創 生 の対 策 を 手

厚く し てく れ ま した 。幼児 教 育 ･保 育の 無償 化 を全 面 実 施す ると と もに 、実 施 初

年度 の 必要 経 費 は全 額国 庫 負担 と し てく れま し た。 消 費 税率 の引 上 げに 伴 う 消

費拡 大 対応 や 中 小企 業振 興 も大 変 手 厚い し、 事 業承 継 税 制を 個人 事 業者 向 け に

も拡 充 して く れ まし た。  
長期 的 に見 た 時 の財 政政 策 上の 是 非 など は議 論 があ る か もし れな い が、 悩 み

なが ら がん ば っ てい る地 方 の人 々 に とっ ては 、 思い 切 っ た優 遇措 置 で、 そ れ を

正し く 評価 し て 、感 謝を し ない 人 々 はい かが な もの か と 思い ます 。 しか し 、 ど

うも マ スコ ミ や 評論 家、 知 識人 と い った 人々 か らは そ の 評価 が聞 こ えて き ま せ

ん。 感 謝を 忘 れ ぬ和 歌山 県 は、 き ち んと 感謝 マ ーク を 送 りた いと 思 いま す 。  
 
 
 
 
 
 

  和歌山県知事  仁  坂  吉  伸  
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●「下津蔵出しみかんシステム」が日本農業遺産に認定されました                      

 
海南市下津地域で生まれ、長年継承されて

きた「下津蔵出しみかんシステム」が、平成

３１年２月１５日に、日本農業遺産に認定さ

れました。 

日本農業遺産とは、伝統的な農林水産業シ

ステムを有する地域を農林水産大臣が認定す

る制度で、平成２８年に第１回の認定が行わ

れ、２回目の認定となった今回は、１４府県

１８地域から申請があり、７県７地域が認定されました。 

海南市下津地域は、約１９００年前、みかんの祖となる橘が植えられたことから、日本

のみかん発祥の地とされており、毎年１０月には、橘本神社において「みかん祭り」が開

催されています。 

当地域は、ほとんどが傾斜地であることから、独自の石積み技術により段々畑を築いて

みかんを栽培し、急傾斜地等では、びわを栽培してきました。 

また、みかん園内に土壁の蔵をつくり、自然の力で甘味を増す「蔵出し技術」を生み出

しました。 

さらに、山頂や中腹に雑木林を配置することで、水源涵養や崩落防止などの機能を持た

せるとともに、里地・里山において豊かな生物の多様性を維持し、持続性の高い農業シス

テム「下津蔵出しみかんシステム」を構築しています。 

今後も、地域一丸となってシステムの保全活動を展開するとともに、農業遺産を活用し

た地域振興に取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貯蔵庫で熟成される蔵出しみかん 
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●霜降りを抑えた新ブランド「紀州和華牛」を開発しました                      

 
県ではこの度、脂肪の少ない黒毛和牛の

生産技術を開発し、「熊野牛」に次ぐ、新

たな和牛ブランド名を「紀州和華牛（きし

ゅうわかうし）」としました。 

現在、県内では、霜降りの黒毛和牛を育

て「熊野牛」として販売しています。しか

し、近年、健康志向の高まりに伴い、赤身

肉を好む人が増えていることから、畜産試験場において、平成２７年度から平成２９年度

の間、近畿大学と共同研究を続けてきました。 

そして、飼料の１５％～２０％をタンパク質やビタミン類が豊富に含まれる、みかんジ

ュースや醤油、緑茶などを製造する過程で出る食品製造副産物を基にした飼料（エコフィ

ード）に替えることで、脂肪交雑（霜降り、サシ）を抑えた黒毛和牛の生産が可能となる

技術を開発しました。 

「紀州和華牛」は通常の牛肉に比べ、脂肪が約１割少なく、抗酸化作用があるとされる

ビタミンＥが１．７倍あり、エコフィードの利用により、生産者の飼料コストも１０％程

度軽減されるという利点があります。もちろん、ヘルシーながらも黒毛和牛特有の旨味も

楽しんでいただけます。 

今後は、畜産農家や流通業者の皆さんと『紀州和華牛協議会』を設立し、計画的なＰＲ

や生産拡大、販路開拓などを進めブランド力強化を図ってまいります。 

 

●ＪＡＬ 新 ＪＡＰＡＮ  ＰＲＯＪＥＣＴ 和歌山が実施されています                      

 
３月１日から３月３１日までの１か月間、

日本航空（ＪＡＬ）の機内において県産食材

を使った機内食の提供や、機内誌、機内ビデ

オで和歌山県が特集されています。 

日本航空では、「新・ＪＡＰＡＮ ＰＲＯＪ

ＥＣＴ」と称し、機内誌や機内食などを通じ

て、日本各地の魅力を国内外にＰＲするプロ

ジェクトが行われています。 

３月には和歌山県が特集されており、機内食では和歌山市加太の「加太淡嶋温泉大阪屋

ひいなの湯」の赤間総料理長が監修した地元の鯛や熊野牛、金山寺味噌など県産食材をふ

んだんに使った創作会席料理が、国内線ファーストクラスの夕食として１０日ごとにメニ

ューを入れ替えて提供されます。機内誌「ＳＫＹＷＡＲＤ（スカイワード）」では、紀州 

２月１９日の共同記者会見の様子 

霜降りを抑えたヘルシーな「紀州和華牛」 



 - 4 - 

今月の和歌山県政トピックス                         

 

漆器の特集が豊富なカラー写真で掲載され、機内

ビデオでは、赤ちゃんパンダ「彩浜」で話題のア

ドベンチャーワールドや円月島、崎の湯など白浜

エリアをサイクリングで周遊するＰＲ映像が放

送されます。 

今回のプロジェクトでは、和歌山県の魅力が格

調高く発信されており、この素晴らしい機会に、

県としても心を込めてお客様をお迎えし、観光客

増加につなげたいと考えます。 

 

●岡潔シンポジウム 紀の国の偉人－ 世界が認めた孤高の天才数学者 －を開催                      

 
２月２３日、本県が平成２３年から毎年開催している和歌山県偉人顕彰シリーズとして、

橋本市にゆかりのある天才数学者、岡潔（おか きよし）をテーマとしたシンポジウムを東

京都千代田区の明治大学駿河台キャンパスにおいて開催しました。 

岡潔は、明治３４年（１９０１年）大阪市に生まれ、４歳

から父の郷里である和歌山県紀見村（現橋本市）に移り住み

ます。中学生の頃、数学に興味を持ち、京都帝国大学理学部

を卒業後に同大学助教授となりパリに留学します。そこで生

涯の研究分野を「多変数函数論」と心に決め帰国し、以来約

２０年もの歳月をかけて世界の数学者が解けなかった多変数

函数論の中心的な難問を一人で解き明かしました。 

世界の数学界で高く評価され、昭和３５年（１９６０年）

には、文化勲章を受章しています。 

晩年は、日本人の心の中にある「情緒」の重要性を説き、

講演や随筆「春宵十話（しゅんしょうじゅうわ）」などを通じて、日本社会の変容を憂い

教育に関して警鐘を鳴らし続けました。 

シンポジウムは、平木哲朗（ひらき てつろう）橋本市長に開会の挨拶をいただき、須磨

佳津江（すま かつえ）氏の司会で進められました。第１部の基調講演では、数学者・作家

でお茶の水女子大学名誉教授の藤原正彦（ふじわら まさひこ）氏から「岡潔先生の今日的

意味」と題した講演をいただきました。藤原氏は、グローバリズムが世界中の国を強者と

弱者に隔て、人心や社会が荒んでしまっている現在、岡潔の予言であり、祈りでもある「日

本の美しい情緒が世界を救う」が夢物語ではなく、現実味を帯びてきたと話されました。 

第２部のパネルディスカッションでは、岡潔がかつて教鞭をとっていた奈良女子大学で

岡数学研究所所長を務めておられる松澤淳一（まつざわ じゅんいち）氏をコーディネータ

ーとして、「岡潔博士ってだぁーれ？」の著者で、橋本市で岡潔の顕彰活動を行っている 

岡潔博士 

県産食材がふんだんに盛り込まれた機内食 
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市民グループ「橋本市岡潔数学ＷＡＶＥ」の副会長

を務めておられる佐藤律子（さとう りつこ）氏、

明治大学総合数理学部教授の砂田利一（すなだ と

しかず）氏、思想家・人類学者で明治大学野生の科

学研究所所長の中沢新一（なかざわ しんいち）氏

と田嶋県企画部長により、「岡潔の魅力について」、

「岡潔の言葉などから何を学ぶべきか」について意

見が交わされました。 

約１０００人の参加者の皆さんには、基調講演やパネルディスカッションの他、エント

ランスホールでのパネル展示も興味深くご覧いただき、シンポジウムは大盛況の内に幕を

下ろしました。 

 

●平成３０年度和歌山県文化表彰                       
 

県では、昭和３９年度から、本県の文化向上や発展

に貢献した個人、団体の方々に和歌山県文化表彰をお

贈りしています。１月３１日に県庁本館の正庁にて表

彰式を開催しました。 

今年度、文化の向上発展に特に顕著な業績を示し、

和歌山県の誇りに値すると認められる方を表彰する

文化賞を、かつらぎ町出身の俳優、小林稔侍氏にお贈

りしました。また、文化の向上発展に貢献し、その功

労が特に顕著である方を表彰する文化功労賞を、音楽プロデューサーの酒井政利氏、ノン

フィクション作家の佐山和夫氏、エルトゥールル号遭難事故などをテーマにした楽曲を作

り、国内外で演奏会を開催しておられる向山精二氏にお贈りしました。そして、すぐれた

文化の創造と普及活動を続け、将来一層の活躍が期待できる方を表彰する文化奨励賞を、

長唄三味線の杵屋多佳氏、生物学者の細将貴氏、那智の扇祭り保存会の皆さんにお贈りし

ました。 

式典では、知事からお一人お一人に表彰状と徽章を手渡したあと、受賞者を代表して、

小林稔侍氏から「歴史ある大事な賞を拝受し、これを糧にして一分一秒でも長生きしたい。

今日は嬉しい日。生涯忘れられない。」とご挨拶をいただきました。 

小林稔侍氏は、昭和４０年に映画デビュー、平

成１２年に「鉄道員（ぽっぽや）」で、日本アカ

デミー賞最優秀助演男優賞を受賞され、幅広い演

技でファンを魅了し続け、現在かつらぎ町の観光

大使も務めておられます。 

藤原正彦氏による基調講演の様子 

小林稔侍氏（文化賞）の受賞者代表挨拶の様子 

酒井 政利氏  佐山 和夫氏  向山 精二氏  

【文化功労賞の方々】  
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酒井政利氏は、南沙織、郷ひろみ、山口百恵

ら数々の歌手を育て、レコード業界の黄金期の

礎を築いてこられました。 

また、酒井氏がプロデュースした山口百恵の

ヒット曲「いい日旅立ち」（谷村新司：作詞作 

曲）は、入社時の面接で、ふるさとの歌をやりたいと話しずっと温めていた曲で、海、川、

山が豊かな故郷をイメージできた曲なのだそうです。 

今後も本県にとって誇るべき方々を顕彰し、より一層の文化振興を図りたいと考えます。 

来年度の候補者の推薦は、平成３１年４月下旬から６月末まで、候補者の推薦を受け付

ける予定です。（どなたでも推薦することができますが、自薦はできません。） 

 

●タイ王国副首相の来県                           
 
１月３１日、タイ王国ソムキット副首相が来県

し、知事との会談を行うとともに、県内企業等を視

察されました。 

ソムキット副首相は、ウィラサック外務副大臣、

バンサーン駐日タイ王国大使他、総勢４０名の方々

と共に、日本の地方政府との交流促進などを目的に

和歌山県を訪問されました。 

知事は、ソムキット副首相と和歌山市内で会談

し、経済・観光分野等を中心に幅広く意見交換するとともに、将来に向けて更に緊密な関

係を構築していくことで一致しました。 

会談後、ソムキット副首相には、株式会社早和果樹園（有田市）、紀州漆器伝統産業会

館（海南市）等を訪問いただき、優れた技術力・経営力を持つ本県の地場産業の様子をご

覧いただきました。 

 

●プレミア和歌山の首都圏でのＰＲイベント開催と平成３０年度推奨品発表                         

 
本県では、農林水産物、加工食品、工芸品など“和歌山のめぐみ”の中でも特に優れた

ものを「プレミア和歌山」に認定し推奨してきました。 

プレミア和歌山では、プレミア和歌山審査委員会委員長に残間里江子（ざんま りえこ）

氏に就任いただいております。 

また、各人の活動を通じてプレミア和歌山の魅力を発信していただく応援団として、コ

ラムニストの泉麻人（いずみ あさと）氏、作家・仏文学者の荻野アンナ（おぎのあんな）

氏、歌手のクミコ氏、作家の幸田真音（こうだ まいん）氏、作家の鈴木光司（すずき こ 

知事から紀州漆器をお贈りしました 

杵屋 多佳氏  細 将貴氏  那智の扇祭り保存会 

代表:男成洋三氏  【文化奨励賞の方々】  
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うじ）氏、漫画家の弘兼憲史（ひろかね けん

し）氏、作家の山本一力（やまもと いちりき）

氏に「プレミア和歌山パートナー」に就任い

ただいております。 

首都圏でのＰＲイベント 

２月８日、プレミア和歌山を広く周知する

ため、東京都内でメディア関係者や流通業界

関係者などに向けたＰＲイベントをホテル椿

山荘東京（東京都文京区）で開催し、プレミア和歌山の試食・試飲、工芸品等の展示・実

演などに加え、今回初となるプレミア和歌山「マッチング商談会」も実施しました。  

ＰＲイベントでは、知事の挨拶に続き、残間里江子プレミア和歌山審査委員会委員長に

よるプレミア和歌山の紹介、パートナーの皆さんのトーク、平成２９年度プレミア和歌山

審査委員会特別賞・奨励賞受賞事業者の方々から商品のＰＲをいただきました。 

また、ＰＲイベントに先立ち、パートナーの皆さんと知事がプレミア和歌山推奨品を試

食しながら座談会を行いました。なお、座談会の内容は、今後、プレミア和歌山のホーム

ページに掲載いたします。 

【平成２９年度プレミア和歌山審査員特別賞・奨励賞】 

 

 

 

 

平成３０年度プレミア和歌山推奨品発表・内覧会 

 ３月４日、本年度のプレミア和歌山推奨品の発表と推奨品の展示や試食等を行う内覧会

を開催しました。 

 イベントでは、知事から認定推奨品を発表したあと、認定推奨品の中から特に優れたも

のに対して与えられる特別賞、特別賞に次ぐ優れた産品に対して与えられる奨励賞の受賞

事業者の方々に、残間委員長から表彰状が贈られました。 

 今回の認定により、推奨品の累計は５８２品目、３３０事業者となりました。 

 今年も素晴らしい“和歌山のめぐみ”が選ばれておりますので、是非お買い求めいただ

きたいと思います。 

 

 

平成２９年度特別賞、奨励賞受賞者の方々、 
残間氏、パートナーの皆さんと知事 

やさしい牛乳 

＜農事組合法人 黒沢牧場＞ 

一心農園オリジナル 

プレミアム柿アイス 

＜一心農園＞ 

紀の川柿 

＜紀北川上農業協同組合＞ 

鯛めし 

＜有限会社安愚楽＞ 

わさび寿司 

＜赤玉＞ 

〔特別賞〕 

〔奨励賞の４品〕 
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【平成３０年度プレミア和歌山推奨品審査委員特別賞 受賞推奨品】 

 熊野本宮・釜餅（よもぎ） ＜有限会社熊野鼓動＞ 
   

古くから熊野に伝わる製法を受け継ぎ、蒸篭ではなく 

お釜で餅米を炊いて、その中で半搗きに仕上げて作るこ 

とから『釜餅』と名付けました。 

 餅生地は、つぶつぶ感が残るぐらいの絶妙な搗き加減  

にし、甘さ控えめの自家製粒あんをふんわり手で包んで 

います。 

 独特の食感とよもぎの爽やかな香り、美しい緑色が特 

徴です。 

 決して気取ることのない熊野の気質、素材から伝わる 

素朴な風合いを伝える普段着の餅菓子です。 

 

【平成３０年度プレミア和歌山推奨品審査委員奨励賞 受賞推奨品】 

   

 

 

 

●第５７回和歌山県スポーツ賞表彰式を開催しました                      

 
県では例年、永年にわたりスポーツの振興に大きく

貢献された方や優れた選手の育成に尽力された方、優

秀な結果を残した選手にその功績を称える和歌山県

スポーツ賞をお贈りしています。今年は、２月１２日

に１３３人と１２団体の方々を称える表彰式を開催

しました。 

受賞された選手の皆さんの中には、国際大会で優秀

な成績を収めた方も多く、２０２０年の東京オリンピ

ック・パラリンピックでの活躍が大いに期待されます。 

県としても、本県関係選手の活躍により盛り上がる気運を１１月のねんりんピック、２

０２１年のワールドマスターズゲームズ関西につなげ、素晴らしい大会となるよう開催に

向け総力を挙げて取り組んでまいります。 

 

青とうがらしみそ 

＜柿乃肴＞ 

黒あわび茸 

＜和島興産株式会社＞ 

關の葵 交（せきのあおい こう） 

＜株式会社堀忠商店＞ 

ナギサビール  
インディアペールエール 
＜ナギサビール株式会社＞ 

知事から表彰状を手渡しました 
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【受賞者一覧（敬称略）】 

スポーツ功労賞   

・弓道競技      佐竹 節夫    和歌山県弓道連盟常任理事 

・合気道競技     五味田 聖二  和歌山県合気道連盟理事長 

・相撲競技      兼田 守    和歌山県相撲連盟会長 
 

スポーツ優秀指導者賞 

・剣道競技      宮戸 伸之   和歌山県警察 
 

スポーツ顕賞  

＜団体の部＞   

・セーリング競技   日吉染業ヨット部  2018 J/24 World Championship J/24 クラス  ２位 

 ＜個人の部＞ 

 ・ウエイトリフティング競技  神谷 歩  

   平成 30 年度第 32 回全日本女子ウエイトリフティング選手権大会 女子 75ｋｇ級  １位 

・ウエイトリフティング競技  嶋本 麻美 

平成 30 年度第 32 回全日本女子ウエイトリフティング選手権大会 女子 90ｋｇ級  １位 

 ・水泳競技      中村 智太郎  2018 アジアパラ競技大会 男子 100ｍ平泳ぎ（SB6）  2 位 

・スケート競技    坂爪 亮介 

 第２３回オリンピック冬季競技大会（2018／平昌） ショートトラック男子 1000ｍ  ５位、 

ショートトラック男子 5000ｍリレー  ７位、ショートトラック男子 500ｍ  ８位 

 ・スケートボード競技  四十住 さくら  第 18 回アジア競技大会 女子パーク  １位 

      PARK SKATEBOARDING WORLD CHAMPIONSHIPS 2018 女子パーク  １位 

 ・ソフトテニス競技  増田 健人  第 18 回アジア競技大会 国別対抗戦  ２位 

・体操競技      西野 美都季  第 72 回全日本体操団体選手権 女子団体  １位 

 ・フェンシング競技  東 晟良 

  第 18 回アジア競技大会  女子フルーレ団体  １位、女子フルーレ個人  ３位 

  エイブル Presents 第 71 回全日本フェンシング選手権大会（個人戦） 女子フルーレ  １位 

 ・ボウリング競技   安里 秀策、和田 翔吾  第 18 回アジア競技大会 男子トリオ戦  １位 

 ・ボクシング競技   村田 昴  第 88 回全日本ボクシング選手権大会 バンタム級  １位 
 

スポーツ賞（受賞者の内「第７３回国民体育大会」で活躍した選手・団体を掲載） 

 ＜団体の部＞ 

 ・弓道競技      和歌山県少年男子チーム 遠的  １位 

・ソフトテニス競技  和歌山県成年男子チーム  １位 

＜個人の部＞ 

・ボクシング競技   林田 翔太  成年男子フライ級  １位 

・陸上競技      荒木 基   少年男子共通三段跳  １位 

・レスリング競技   谷口 智紀  少年男子フリースタイル６５ｋｇ級  １位 

 

●大会シンボルの炬火を水素で灯す ～ねんりんピック史上初めての水素炬火～   

 

本年１１月開催の「ねんりんピック紀の国わかやま２

０１９」の総合開会式において、大会シンボルとなる炬

火を、水素燃料を使用して点火することが決定しました。 

水素燃料は次世代のクリーンエネルギーとして注目を 

紀の国わかやま国体の炬火 



 - 10 - 

今月の和歌山県政トピックス                         

 
集めており、昨年開催された福井国体で、公式大会

の炬火燃料に世界で初めて水素が利用されました

が、ねんりんピック史上では初の試みとなり、水素

を燃料とすることで、二酸化炭素を一切排出しない

安全で環境に優しい炬火点火となります。 

炎を点火するための「炬火台水素燃焼システム」

を、岩谷産業株式会社（牧野明次代表取締役会長兼

ＣＥＯ）からご協賛いただくことになり２月１４日、感謝状贈呈式を開催し、知事から牧

野会長兼ＣＥＯに感謝状と記念品を贈呈しました。 

多くの方々の支援をいただくこの大会を県の総力を結集して成功させてまいります。 

 

●東海和歌山県人会総会・懇親会、近畿連合和歌山県人会新年互礼会が開催されました                   

 
東海和歌山県人会 
 ２月７日、創立以来１１５年の歴史を刻む東海和

歌山県人会の総会・懇親会が、名古屋国際ホテル（名

古屋市中区）において盛大に開催されました。 
 恒例のマグロ一頭造りが振る舞われた他、奥熊野

太鼓の勇壮な演奏が披露されました。和やかな雰囲

気の中、互いの親交を深めました。 
近畿連合和歌山県人会 

 

２月１０日、神戸、大阪、堺、京都の和歌山県人会

の方々が集い、近畿連合和歌山県人会新年互礼会が、

ホテル北野プラザ六甲荘で開催されました。 

 会場では田辺の梅酒や白浜のクエ鍋が振る舞われ、

また、民俗芸能楽器「銭太鼓」が披露されると、参加

者も演奏に加わるなど、賑やかな集いとなりました。 
  

 
  今年１１月には、海外・県外の県人会が一堂に会する初の「和歌山県人会世界大会」

を和歌山市内で開催いたします。県人会の皆さんには是非多数御参加いただき、大会

を盛り上げていただきたいと思います。 

  
 
 

牧野会長兼CEOと知事 

鏡開きの様子 

神戸和歌山県人会 鍵会長のご挨拶の様子 
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●平成３１年度新政策を発表                         
 
この度、平成３１年度新政策を発表しました。 

本県では、現在、高速道路等の交通ネットワークの整備や様々な産業振興策の充実、大

学の誘致や子育て環境の整備など、和歌山県がもう一度発展するための条件が整いつつあ

ります。一方で、人口の流出や少子高齢化、度重なる自然災害の発生など、様々な課題も

山積しています。 

そこで、困難な課題にも果敢に挑戦し続けるとともに、これまで培ってきた本県の持つ

潜在力を解き放ち、力強い発展を実現していくため「和歌山県が『さらに前進する』ため

の新政策」を策定しました。 

平成３１年度に開催する「ねんりんピック紀の国わかやま２０１９」、「和歌山県人会

世界大会」をはじめ、「きのくにＩＣＴ教育の本格実施」、「キャッシュレス化の推進」、

「ＩＲ（統合型リゾート）の誘致」、「小型ロケット射場誘致」など、様々な取組を行っ

てまいります。詳しくは、県のホームページをご覧ください。 

※平成３１年度新政策のホームページは、以下の手順でご覧いただけます。 

・和歌山県ホームページ > 組織から探す > 企画総務課 > 平成 31年度新政策  

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/020100/new%20policy/h31houshin/d00156222.html 

 

●「わかやま紀州館 mini」が乗馬クラブクレインの全国店舗でオープン                        

 
１１月に和歌山県産品の民間アンテナショップ「わかやま紀州館

mini」の第１号店が乗馬クラブクレイン大阪（大阪府羽曳野市）にお

いてオープンしましたが、この度、さらに店舗を追加いただき、乗馬

クラブクレインの全国２７店舗で「わかやま紀州館 mini」がオープン

し、皆さんのお近くで和歌山県産品をお買い求めいただけるようにな

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クレイン栃木 

地 方 名 称 所 在 地 地 方 名 称 所 在 地

1 東北地方 乗馬クラブ クレイン仙台泉 宮城県仙台市 16 乗馬クラブ クレイン京都 京都府八幡市

2 乗馬クラブ クレイン茨城 茨城県つくば市 17 乗馬クラブ クレイン大阪 大阪府羽曳野市

3 乗馬クラブ クレイン竜ヶ崎 茨城県龍ケ崎市 18 乗馬クラブ クレイン北大阪 大阪府豊能郡豊能町

4 乗馬クラブ クレイン栃木 栃木県下都賀郡野木町 19 服部緑地乗馬センター 大阪府豊中市

5 乗馬クラブ クレイン伊奈 埼玉県北足立郡伊奈町 20 ニッケ乗馬クラブ・クレイン加古川 兵庫県加古川市

6 東武乗馬クラブ＆クレイン 埼玉県南埼玉郡宮代町 21 乗馬クラブ クレイン奈良 奈良県御所市

7 乗馬クラブ クレイン千葉 千葉県千葉市 22 乗馬クラブ クレイン倉敷 岡山県倉敷市

8 乗馬クラブ クレイン千葉富里 千葉県富里市 23 両備乗馬クラブ・クレイン岡山 岡山県岡山市

9 乗馬クラブ クレイン千葉 富津 千葉県富津市 24 乗馬クラブ クレイン東広島 広島県東広島市

10 乗馬クラブ クレイン東京 東京都町田市 25 乗馬クラブ クレイン多々良 山口県防府市

11 乗馬クラブ クレイン神奈川 神奈川県秦野市 26 乗馬クラブ クレイン福岡 福岡県福岡市

12 北陸地方 ヴィテン乗馬クラブ・クレイン金沢 石川県金沢市 27 乗馬クラブ クレイン湯布院 大分県由布市

13 乗馬クラブ クレイン恵那 岐阜県恵那市

14 乗馬クラブ クレイン三重 三重県伊賀市

15 名鉄乗馬クラブ・クレイン東海 三重県桑名市

近畿地方

中国地方

九州地方

関東地方

中部地方
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今後も、全国で継続的に「わかやま紀州館 mini」を開設していただける事業者を募集す

るとともに、和歌山県産品の魅力をＰＲし、販売促進に取り組んでまいります。 

 

●『くじらキッチン』が販売開始                       
 
日本遺産「鯨とともに生きる」の対象エリア（新宮市、那智勝浦町、太地町、串本町）

内の飲食店で、鯨肉を活用した新しいランチ『くじらキッチン』が販売されています。 

熊野灘捕鯨文化継承協議会（会長：県商工観光労働部長）では、対象エリアを訪れる観

光客の消費拡大につなげるため、特に２０～３０歳代の女性をターゲットに鯨肉を使った

新たな料理を開発する事業者を募集したところ、６事業者から応募がありました。その後、

料理研究家のコウケンテツさんの協力のもと試食会の開催や、パンフレットの作成を経て、

この度の『くじらキッチン』の完成に至りました。 

コウケンテツさんから「食と歴史文化の融合に新しさを取り入れ、未来へつなぐ創意工

夫に溢れたくじら料理」と評価をいただいた『くじらキッチン』。是非、ご賞味ください。  

 

【『くじらキッチン』ラインナップ】 
・Pizzeria koma（新宮市）           ・和食寿司 まえ田（新宮市） 

鯨肉のローストとピンクグレープフルーツの    紀州まえ田の鯨寿司 
サラダのピッツァ 

 

 

 

 

 
・bodai（那智勝浦町）             ・いさなの宿 白鯨（太地町） 
 鯨のカダイフ揚げトマト大葉ソース        白鯨特製パスタランチ set 

 

 

 

 

 

 
・潮岬観光タワー（串本町）           ・サンドリア（串本町） 
 太地の鯨としいたけの金山寺味噌ダレの焼肉丼   くじＬｏｖｅすきドリア 

 

 

 

 

 



 - 13 - 

                              お 知 ら せせ 

 

●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)の御案内                   

 

ふるさと和歌山応援寄附は、「ふるさと和歌山を大切にしたい」、「和歌山を応援した

い」という思いを具体化するための制度です。これまで多くの御寄附と力強い応援メッセ

ージを数多くいただいております。 

県では、ふるさと和歌山応援寄附を「世

界遺産『紀伊山地の霊場と参詣道』の保全

や活用」や「がん対策の充実」、「生涯ス

ポーツ・文化の振興」など１０の分野で活

用させていただいております。 

御寄附につきましては、郵送や振込みで

行うことができますが、クレジットカード

で行う場合は、ふるさと納税総合サイト

「 ふ る さ と チ ョ イ ス 」

（ https://www.furusato-tax.jp/city/p

roduct/30000）のサイト上で、簡単に申

込みとクレジットカードによる決済を行

うことができますので御利用ください。 

和歌山県外にお住まいの方のみ対象と

なりますが、1万円以上の御寄附をいただ

いた方には、プレミア和歌山の事業者に御

協力をお願いした 54 品目の返礼品の中か

ら１品をお選びいただきお届けしていま

す。 

また、インターネット限定で、２万円以

上の御寄附をいただいた方には、54 品目

又は特別メニューとして、和歌山特産の熊

野牛をお選びいただけますので、和歌山県

が誇る優良産品（プレミア和歌山）を是非

御堪能ください。 

また、返礼品とは別に、御希望の方に「和

歌山ファンクラブ」（和歌山県観光連盟所管）への入会権を贈呈しています。御入会いた

だくと、観光情報誌「紀州浪漫」の送付など、魅力ある特典がございます。お申し込みは

ふるさとチョイスからお願いします。 

ふるさと和歌山応援寄附についての詳細は、和歌山県のホームページ上の「ふるさと和

歌山応援サイト」に掲載していますので、是非御覧ください。 

これからも、ふるさと和歌山応援寄附に御協力いただきますよう、お願い申し上げます。 

単身者の場合 夫婦、子　2人の場合
給与収入 寄附金額目安 給与収入 寄附金額目安

300万円 31,000円 300万円 4,000円

400万円 46,000円 400万円 17,000円

500万円 67,000円 500万円 33,000円

600万円 84,000円 600万円 53,000円

700万円 118,000円 700万円 75,000円

800万円 141,000円 800万円 109,000円

900万円 164,000円 900万円 132,000円

1,000万円 188,000円 1,000万円 157,000円

1,500万円 394,000円 1,500万円 355,000円

2,000万円 572,000円 2,000万円 532,000円

自己負担額 2,000円を超える金額が全額控除される寄附金額の

目安は右表のとおりです。

【注意】

下の表はあくまでも目安としてお考えください。

全額控除される寄附金額の目安

○寄附金控除のしくみ
（例）

所得税
約800円

住民税
約7,200円

適用下限額
約2,000円

寄附金10,000円の場合

控除額合計約8,000円



 - 14 -

お 知 ら せ                               

 

お礼の品一覧 

 

１品お選びいただけます！ 
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                         お 知 ら せせ 
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お 知 ら せ                           
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                         お 知 ら せせ 
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お 知 ら せ                            

 

 
 

ふるさと和歌山応援サイト   

   
https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/010500/furusato/ 

 

 ふるさと納税総合サイト「ふるさとチョイス」 

   

https://www.furusato-tax.jp/city/product/30000 
－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 
★お問合せ・申込窓口★            ☆お問合せ窓口☆ 
〒640-8585                  〒102-0093 
和歌山市小松原通一丁目１番地         東京都千代田区平河町 2-6-3 
総務部総務管理局税務課            都道府県会館12階 
担当 工藤、田村、宮本            和歌山県東京事務所 
電話 073-441-2186(直通)           担当 宮本 
FAX  073-423-1192              電話 03-5212-9057 

E-mail: furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp   FAX  03-5212-9059 
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                         ふるさと歳時記  

 
 イベント情報(３月中旬～４月上旬) 
 
 

期間 行事名 場所 問い合わせ先 

3 月中旬 紀州湯浅のシロウオ祭り 湯浅町・島之内商店街 
湯浅町地方創生ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ戦

略推進課 

0737-63-2525 

3 月下旬 桜・舞・道成寺 日高川町・道成寺 
おいでよ！日高実行委員

会 0738-22-2041 

3 月下旬 和歌浦天満宮大祭 和歌山市・和歌浦天満宮 
和歌浦天満宮 

073-444-4769 

3 月下旬 孫市まつり 
和歌山市 

・本願寺鷺ノ森別院 

孫市の会 

073-423-3136 

3 月下旬 ホエールウォッチング 那智勝浦町 
南紀マリンサービス 

0735-54-0725 

4 月上旬 春祭・勧学祭 海南市・宇賀部神社 
宇賀部神社 

073-487-3285 

4 月上旬 阪田祭祀遺跡式典 白浜町・阪田祭祀遺跡 
白浜観光協会 

0739-43-5511 

4 月上旬 十三詣り 和歌山市・紀三井寺 
紀三井寺 

073-444-1002 

4 月上旬

～ 
町家の人形めぐり 九度山町・まちなか 

九度山町住民クラブ 

0736-54-2165 

4 月上旬 ひな流し 田辺市・伊作田稲荷神社 
田辺観光協会 

0739-26-9929 

4 月上旬 
企画展 

「兜―戦いのデザイン－」 
九度山・真田ミュージアム 

九度山・真田ﾐｭｰｼﾞｱ ﾑ

0736-54-2727 

4 月上旬 菓子まつり 海南市・橘本神社 
橘本神社 

073-494-0083 

4 月上旬 自然観察会 
岩出市・県立森林公園 

根来山げんきの森 

根来山げんきの森 

0736-61-7233 

4 月上旬 桃山まつり 紀の川市・桃山グラウンド 
紀の川市桃山まつり実行

委員会 0736-77-2511 

4 月上旬 丸高稲荷神社春まつり 橋本市・丸高稲荷神社 
隅田八幡神社 

0736-32-0188 

4 月上旬 さくらまつり 
有田川町 

・しみず温泉あさぎり 

さくらまつり実行委員会 

0737-52-2111 

4 月上旬 木祭り 和歌山市・伊太祁曽神社 
伊太祁曽神社 

073-478-0006 

4 月上旬 高野口公園まつり 橋本市・高野口公園 
橋本市ｼﾃｨｾｰﾙｽ推進課 

0736-33-6106 

4 月上旬 出世大黒天祭 広川町・養源寺 
養源寺 

0737-62-3314 
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ふるさと歳時記                           

 
自然・風物情報(３月中旬～４月上旬) 

 

時期 自然・風物名 場所 問い合わせ先 

3 月中旬 クリスマスローズ見ごろ 田辺市・新庄総合公園 田辺市管理課 

0739-26-9966 

3 月中旬 椿 見ごろ 
紀の川市・桃源郷運動公園 紀の川市観光協会 

0736-73-3311 

和歌山市・友ヶ島 和歌山市観光協会 

073-433-8118 

3 月下旬 

和歌山公園動物園の 
ツキノワグマのベニー 
冬眠からお目覚め 

和歌山市・和歌山公園 
和歌山城整備企画課 

073-435-1044 

3 月下旬 シダレサクラの開花 田辺市中辺路町近露 中辺路町観光協会 

0739-64-1470 

3 月下旬 姫ひじきの収穫始まる 串本町・姫の磯 和歌山東漁協西向支所 

0735-72-0176 

3 月下旬 菜の花見ごろ 
橋本市・小峰台 はしもと広域観光案内所 

0736-33-3552 

上富田町・市ノ瀬 上富田町観光協会 

0739-47-0550 

3 月下旬 白モクレン見ごろ 田辺市・中辺路 
中辺路観光協会 

0739-64-1470 

4 月上旬 サクラ満開 
和歌山市・和歌山城 
岩出市・根来寺 
ほか、県内各所 

 

4 月上旬 桃源郷モモ満開 紀の川市・桃山町 
紀の川市商工観光課 

0736-77-2511 

4 月上旬 丹生川を泳ぐこいのぼり 九度山町・入郷 
くどやまILOVE運動推進会 

0736-54-4268 
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～編集後記～ 
 
 

日ごとに春めいてきました。和歌山ではもう間もなく桜の蕾もほころびます。 

皆様のお近くではいかがでしょうか。 

 

今月のトピックスに取り上げた「下津蔵出しみかんシステム」の記事に登場する「橘

本神社」。 

約１９００年前に「みかん」の祖である「橘」が日本で初めて植えられたという故事

にちなんで「みかん発祥の地」とされているだけでなく、「橘」は昔お菓子だったことか

ら、それを日本に持ち帰った田道間守（たじまもり）がお菓子の神様として祀られてお

り、なんと「お菓子発祥の地」ともされています。毎年４月には菓子祭が催され、全国

の菓子業者からたくさんの銘菓が奉納されているそうです。 

 

その橘本神社のある海南市では、「お菓子発祥の地」であることを地域の振興に活かそ

うと昨年１２月に「海南市お菓子の振興に関する条例（お菓子のはぢまり海南市条例）」

というユニークな条例を制定しています。 

 

和歌山にはこのほかにも、カツオ節や醤油をはじめ、合気道やナショナルトラストな

ど様々な分野で本県発祥とされるものが数多くあります。 

和歌山が「初」と聞くといつも何かしら誇らしい気持ちになります。 

 

次回４月号は平成最後の和歌山だよりとなります。 

節目となる編集に今から力が入ります。 
 

  知事室秘書課長  生駒 享 

 
 
 
 

 和歌山だよりに対するご意見・ご感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌
山に関する情報をご提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと
考えています。 
 （下記のＦＡＸ（様式自由）、Ｅ-Mail 等でお願いします。） 

  ■FAX 073-422-4032  

  ■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 

  和歌山県のホームページ   https://www.pref.wakayama.lg.jp/   

ふるさと和歌山応援ｻｲﾄ httｐs://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/010500/furusato/   
                   2019 年（平成 31 年）３月 Nｏ.１３１ 
   *個人情報につきましては、「和歌山だより」       和歌山県 秘書課 
     の発行以外の目的には、使用いたしません。       〒640-8585 和歌山県和歌山市小松原通１－１ 
                      TEL 073-441-2022 

★「和歌山だより」Ｗeｂ版を和歌山県ホームページにアップしています。Ｗeｂ版

ならではの美しい画面を楽しんでいただけますので是非御覧ください。 

 


